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Visual Studio 2008 の使用法
コンソールプログラムの作成方法と実行

コンピュータ物理学演習Ⅱ
東海大学理学部物理学科 安江正樹

yasue@keyaki.cc.u-tokai.ac.jp

http://phys21.cool.ne.jp/physjpn/c_lect.htm



2 / 16 Visual Studio 2008 の使用法（安江正樹＠東海大学理学部物理学科）

１）起動すると・・・ 3

２）「プロジェクト」を作成

３）「Win32 コンソールアプリケーション repo1」作成 4

４）プログラム作成準備完了：この画面が開く・・・ 5

５）「ファイル」を作成 6

６）「ビルド」を実行する 7

７）「ビルド」の様子が、下部に表示される 8

８）エラーがあると・・・下部に表示される 9

９）エラーが無ければ、作成プログラムを実行する 10

１０）終了するには「ファイル」ー「終了」

----------------------------------------------

１１）作ったプログラムを再度始める 12

----------------------------------------------

１２）新しいプログラム「repo2」を新規作成する 13
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１）起動すると・・・

２）「プロジェクト」を作成

「ファイル」－「新規作成」－「プロジェクト」
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３）「Win32 コンソールアプリケーション repo1」作成

３－１）そのまま「次へ」

z:¥

ここを repo1 に
OK をクリック
して次へに

repo1 に変わる

Visual C++を選択
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３－２）「完了」！！！

４）プログラム作成準備完了：この画面が開く・・・

ここをチェック
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５）「ファイル」を作成

「repo1 上右クリック」－「追加」－「新しい項目」

５－１）「C++ファイル」を作成

ここを選択

ここを repo1 に

Visual C++を選択
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「repo1.cpp」のままでよい。講義録は「repo1.c」で解説されている。

６）「ビルド」を実行する：２通り紹介

ここに
プログラム
を書いていく

C 言語のキーワードは
青い文字

１つ目の方法

「ビルド」－
「repo1 のビルド」
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７）「ビルド」の様子が、下部に表示される

「repo1」をクリッ
クし反転選択、後
に、右クリックし
現れるメニュー

「ビルド」

２つ目の方法
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８）エラーがあると・・・下部に表示される

８－１）まだエラーがあるときは・・・

１） エラー行ダブルクリックすると、エラー発生箇所にジャンプ

２） [F4]押してもジャンプ

を続ける

１） エラー行ダブ
ルクリックす
ると、エラー発
生箇所にジャ
ンプ

２） [F4]押しても
ジャンプ

綴り間違い：

intt ではなく

int が正しい
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９）エラーが無ければ、作成プログラムを実行する

１０）終了するには「ファイル」ー「終了」

こちらを選ぶ
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１０－１）「保存」してないと、メッセージが現れる

「はい」を選ぶ
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１１）作ったプログラムを再度始める

１１－１）フォルダから直接

１１－２）「ファイル」－「開く」－「プロジェクト/ソルーション」

フォルダにある
repo1.sln

を見つけて、ダ
ブルクリック
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１２）新しいプログラム「repo2」を新規作成する

「ファイル」－「新規作成」－「プロジェクト」

フォルダにある repo1.sln
を見つけて、クリック
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「Win32 コンソールアップリケーション」を作成

「ソリューションエクスプローラ」に repo2 が追加

ソリューションに追加

z:¥

repo2 に

４ページ：３－１）へ

Visual C++を選択
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repo2 を実行可能に設定

「ファイル」を repo2 に追加

「repo2 上右クリック」－「追加」－「新しい項目」

「repo1」をクリックし反転選
択、後に、右クリックし現れ
るメニュー「スタートアップ
プロジェクトに設定」
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ここを選択

ここを repo2 に

repo2 が太字になっていること

太字でない場合＝＝＞１５ページ
「repo2 を実行可能に設定」

Visual C++を選択


